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新たな社会基盤に向けたフレキシブル＆スマートなネットワークへの変革

MOOSIAの背景

NTTでは，API（Application Pro-
gramming Interface）エコノミーの隆
盛やクラウドファーストの動きを受
け，サービス事業者に対して，複数事
業者のネットワーク，クラウド，アプ
リケーションを一括で構築 ・ 運用可能
とするワンストップオペレーションの
研 究 開 発 を 進 め て い ま す． ま た
MOOSIA（Multi-Orchestrator for 
One-Stop operation with Innovative 
Aggregation of services）TM というコ
ンセプトを掲げ，「世の中にあるワク
ワクするようなアイデアを，より簡単
に具現化できる世界」すなわち「法人
や個人などが考案 ・ 企画したサービス
を，これまで以上に簡単に作成し，提
供 ・ 運用できる世界」をめざしてい
ます．

具体的にB2B2Xでは，ミドルB事
業者（サービス事業者）が，ファース
トB事業者の提供するネットワークや
クラウド，アプリケーションなどの
サービス（以下，卸サービスと呼びま
す）を素材として自由かつ柔軟に組み
合わせて，エンドユーザ（X）向けに

「連携サービス」（以下，特に断りがな
ければサービスと略記）を提供するこ

とになります（図 1 ）．本稿では，①
主にファーストB事業者におけるオペ
レーションを発展させるクローズド
ループを実現する技術，②クローズド
ループへのAI（人工知能）要素技術
の適用，③ミドルB事業者のサービス
創出の核となるAPIオーケストレー
タ，④③を高度化する技術，⑤API仕
様の全体方式としてのAPIフレーム
ワーク，⑥MOOSIAの展開，につい
て紹介します．

クローズドループを実現する技術

ファーストB事業者が，自社の卸
サービスを持続可能なかたちで発展さ
せるためには，「①卸サービスの運用
状況の情報収集 ・ 情報管理　→②収集
した情報の分析　→③分析結果に基づ
く卸サービスの制御　→再び①　…」
という自律的なループが重要です．オ
ペレーションに関するフォーラム標準
化機関であるTM Forum （TMF）* で
はそれをクローズドループと呼んでい
ます．

クローズドループ実現のため，ネッ
トワークリソース管理技術では，汎用
的な管理対象の実体（Entity）をベー
スに構成管理を行う機能とともに，
個々の装置 ・ 通信プロトコルの特性を

オペレーションシステムのプログラム
とは別に仕様（Specification）として
外部規定する仕組みを具備していま
す．レイヤ間の関係も仕様と併せて規
定する機能も有しており，ネットワー
クの統合的な管理を実現しています（1）．

そしてこのネットワークリソース管
理技術を用いて情報収集活用基盤の構
築を進めています．情報収集活用基盤
は，ネットワークの構成情報や装置か
ら上がってくる警報，ログなどの情報
を広く共通的に収集 ・ 蓄積します．そ
して情報収集活用基盤は，さまざまな
ネットワーク構成情報を統一的なモデ
ルで管理し，それをNetwork-AIに一
元的に提供します．

なお，主に 1 つのファーストB事業
者内において，仮想 ・ 非仮想のネット
ワークを一括管理する技術が統合コン
トロールです．統合コントロールの
ネットワークリソース管理にも本管理
技術を適用しており，非仮想化ネット
ワークである既存のネットワークと
SDN（Software Defined Networking）
により仮想化されたネットワークを統
一的にオーケストレートすることを可

B2B2X サービス連携 オペレーション

＊	TM Forum：通信業界の世界的な標準団体で，
将来の通信に関する管理技術や共通化等につ
いて議論し，規定しています．

ワンストップオペレーションMOOSIAに関する
取り組み

本稿ではサービス事業者に対し，事業者のネットワーク・ク
ラウド・アプリケーションを組み合わせて提供し，一括で運用・
保守を可能とするワンストップオペレーション（MOOSIA）に
ついて紹介します．
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能にします．

AI要素技術の適用

クローズドループの実現のために
は，分析 ・ 予測 ・ 判断といった高度な
知的プロセスをシステムに組み込むこ
とが必要となります．MOOSIAでは，
本特集記事『Network-AI技術の活用
による新たな価値の創出』で述べた
AI要素技術との連携により，情報収
集活用基盤に蓄積された膨大な量の情
報を分析し，故障や輻輳といった潜在
的なサービス品質劣化リスクを早期に
検知します．また同様に，ミドルB事
業者へのサービス構築時やサービス提
供開始後の構成変更時，あるいは故障
や輻輳への一次対処時には，ネット

ワークの構成やリソース状況に基づく
サービス構成の膨大な組合せの中から
性能担保とコスト最小化を両立する最
適な変更案を即時に計算し，統合コン
トロールへと引き渡すことによりサー
ビスの制御を行います．

私たちは現在，MOOSIAへのAI要
素技術適用の第一弾として，将来需要
を考慮した仮想ネットワークのリソー
ス最適割当（2）の適用によるクローズド
ループの実証に向けて取り組んでい
ます．

APIオーケストレータ

前述した技術は，主に 1 つのネット
ワーク事業者内における卸サービスの
発展を促すものです．そのうえで，複

数のさまざまなファーストB事業者の
卸サービスを組み合わせて，ミドルB
事業者が新しい連携サービスをエン
ド ・ ツー ・ エンドで提供しようとする
ときの課題として，次の 3 つが挙げら
れます（3）．

① 　卸サービス間の整合性を考慮し
て卸サービスを組み合わせる必
要がある

② 　連携サービスの障害発生時には
卸サービスをまたがって故障要
因を切り分ける必要がある

③ 　事業者によって卸サービスの
APIの形式等が異なるため自動化
が難しい

これらの課題を解決するために中心
となる機能がAPIオーケストレータで

図 1 　B2B2XにおけるMOOSIAの概要
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す．MOOSIAにおけるAPIオーケス
トレータは，新しい連携サービスを始
めたいというアイデアを持つミドルB
事業者に対し，すべて一からつくるの
ではなく，卸サービスを素材として活
用することを促し，ミドルB事業者の
サービス開発を抜本的にスピードアッ
プします．具体的には「フェーズ 1 ：
卸サービスを組み合わせて新たなサー
ビスを提供開始」「フェーズ 2 ：新し
く提供したサービスの所望どおりの運
用」「フェーズ 3 ：提供したサービス
の改善」という 3 つのフェーズから成
るサイクルを加速します（図 1 左上）．
前述のクローズドループをいわば1st 
Loopと呼ぶならば，それと対比して
私たちはこのサイクルを2nd Loopと
呼んでいます．

技術的には，市中の卸サービスの仕
様を「カタログ」として定義し，複数
の市中の卸サービスのカタログを組み
合わせた「連携カタログ」を作成する
ことで，連携サービスの仕様を定義し

ます（4）（図 ₂ ）．それにより，カタログ
ドリブンで汎用性の高い複数サービス
連携実行を志向しています．

具体的にAPIオーケストレータの各
機能を説明します．REST API送受
信部は，TMFに準拠したAPI（連携
サービスのオーダ等）の受付を行いま
す．カタログ ・ リソース管理部は，
TMFに準拠したカタログ等の管理（参
照 ・ 生成 ・ 更新 ・ 削除）を行います．
シナリオ実行管理部は，要求された
オーダについて，対応する連携カタロ
グに基づいたシナリオに従い，関連す
る各卸サービスの実行（生成 ・ 更新 ・
削除等）を行います．APIアダプタ部
は，APIオーケストレータが準拠する
TMF APIと，卸サービスが提供して
いるAPIとの差異を吸収し，卸サービ
スのAPIを実行します．APIアダプタ
とシナリオ実行管理部の間を疎結合化
することで，新たなサービス ・ API追
加に対して，カタログとAPIアダプタ
の追加のみで柔軟に対応可能とする

アーキテクチャを指向しています．ま
たライフサイクル管理部は，サービス
が構築された後，構築済みのリソース
のライフサイクルを管理し，監視や障
害検知を行います．以上の機能や特徴
により，ミドルB事業者が複数の卸
サービスを組み合わせて連携サービス
を創出 ・ 管理しやすくし，2nd Loop
のフェーズ 1 ～ 3 を実現します．

MOOSIAにおける保全および
構築を高度化する技術

■エンド ･ツー ･エンド品質測定
技術
通常，ファーストB事業者が提供す

る監視 ・ 検知 ・ 切り分け等のオペレー
ションAPIは，卸サービスのみの
SLA（Service Level Agreement）を
担保するための機能に限られており，
ミドルB事業者がユーザに提供するエ
ンド ・ ツー ・ エンドでのサービス品質
確保に十分な機能が用意されていると
は限りません．そこで本技術では，

図 2 　APIオーケストレータの概要
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2nd Loopのフェーズ 2 を高度化する
技術として，品質収集エージェントを
クラウド等のU-plane上に配備し，
ユーザが体感するエンド ・ ツー ・ エン
ドレベルでの品質を把握 ・ 制御し
ます．
■構成レコメンド技術

卸サービスには多数の設定用パラ
メータがあり，構築時の設定が容易で
はないため，簡単な質問に答えるだけ
で，ネットワークとクラウドを組み合
わせたサービス構成とパラメータ設定
の候補を提示します．それに加え，サー
ビス開始後の運用中の構成情報や現況
情報から，性能を予測し，性能に過不
足が生じるタイミングで最適な構成や
設定の変更案を提示することで，性能
を担保しつつコストを最小化し，2nd 
Loopのフェーズ 3 のサービス改善を
促します．

APIフレームワーク

前述のAPIが事業者ごとに異なるた
め自動化が難しいという課題に対し，
API仕様を共通化することにより，
ファーストB事業者にとってはAPI検
討稼働の削減が期待できます．また，
ミドルB事業者にとっても，API提供
によりオペレーションの自動化が実現
できるとともに，API仕様の共通化

（TMFでも定められています）により，
利用するサービスによらずオペレー
ションを共通化することが期待できま
す．実際，例えば発注等のビジネスプ
ロセスは大枠においてサービスに依存
しないため，そのようなプロセスに対
応するAPI仕様はサービス非依存で共
通化できると考えられます．

私たちは，オペレーションのAPI仕
様を定めるために，①対象とするビジ
ネスプロセス，②①のプロセスで利用

するデータのデータモデル，③②の
データを利用して①のプロセスを実現
する機能とその機能のオペレーション
システムへの配備，を定めることをめ
ざしています．実際，API仕様は，①
の業務プロセスに対して，③で定めた
機能間で②のデータモデルに基づいて
データを流通させる方式として定める
ことができます．このようなAPI仕様
を定めるうえで必要となる全体方式を
APIフレームワークと呼びます．さら
に，APIフレームワークでは，例えば
ファーストB事業者でのリソースの在
庫状況を確認するAPIといった具体的
なAPI仕様や，ミドルB事業者とファー
ストB事業者で認証機能を連携させる
といった複数のAPIを束ねるのに必要
となる連携機能群等についても検討を
行っています．また，TMFでは，オ
ペレーションの共通APIを含む参照モ
デルを定めており，私たちは検討結果
のアップストリームもめざしていま 
す（5）．

MOOSIAの展開

私たちは2016年度，パートナーの
サービス事業者とともに，NTTグルー
プ内外の実際のサービスから提供され
ているAPIを組み合わせたトライアル
を実施し，カタログベースのAPIオー
ケストレータの技術確立を行いまし
た．そしてAPIオーケストレータは実
用導入に至っています．

このようにMOOSIAでは，ビジネ
スやサービスの「はじめるとつづける
をシンプルに」をめざし，お客さまが
必要なときに必要なサービスを組み合
わせて新しいサービスをつくり，運用
し発展をしていくための技術の研究開
発を進めていきます．
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ワンストップオペレーションMOOSIAは，
複数サービスの一括管理やAIの活用等によ
るサービスの持続的な発展をめざし，
B2B2Xのビジネスやサービスの「はじめる
とつづけるをシンプルに」をサポートし
ます．
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